
Hozumi
穂積地区11

穂積地区の風土性調査について

「風土」とは、地域の自然に対して人間が暮らしと生業を通して働きかけることで

かたちづくられる、人々が生きる環境のこと*1を言います。人々が生きる環境、そ

れは私たちの身近な世界、生活世界のこと*2 でもあります。

地域の風土（生活世界）を、あらためて把握するために、

①地理学や民俗学的な視点で地域を見て歩く「踏査」（現地調査）

②アンケートや聞き取りを行う簡易社会調査

③小山市史や研究論文などにあたる文献調査

これらを組み合わせた風土性調査を実施しています。

穂積地区は令和6年5月から令和6年7月の期間に調査を行いました。

この概要版は、その調査成果の報告書「穂積地区 基礎資料」から主なトピックを抜

粋し、一部に加筆を加えたものです。報告書の完全版（A4版72ページ）やアンケー

ト集計結果報告書（同・37ページ）は、最後に紹介するリンクから閲覧ができます。

*註1：出典 薗田稔編 『神道』 （弘文堂、1988年） 
*註２：出典 アルフレッド・シュッツ、トーマス・ルックマン 『生活世界の構造』 （筑摩書房、2015年）
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穂積地区での暮らしと意識4

前半で概況を紹介したような地形や都市の形成の歴史の上に、人々はどんな意識でどのような暮らしを営んでいるのでしょうか。穂

積自治会のご協力で6月から7月にかけて自治会回覧などを通してアンケートを配布し、紙での回答、インターネット上での回答あ

わせて436名から回答をいただきました。また、自治会リーダーの方々、農業者の方々、子育て世代の方々を対象にグループインタ

ビューを実施し16名にご協力をいただきました。その成果から一部を抜粋し、この章では住民の方々の声も交えながら紹介します。

4-1 アンケート調査からの報告
アンケートの設問【1】【2】の集計結果をもとに、穂積地区で暮らす人々の❶出身地、移り住んだ経緯や理由、❷生

活圏、❸地域資源への認知度・関心度についてまとめました。

自治会の回覧を通してのアンケートでは、地元出身の方のご回答が多くなりますが、穂積地区でも回答者の６割

近い方が穂積地区で生まれた方でした。地区外から移り住んだ方の理由は、記載されたコメントによると、①実

家や親との関係で ②結婚を機に ③仕事の関係で・・という理由が上位を占めています。

❸地域資源への認知度・関心度

農業に対する認知度は、他の田園部と同様に、市街化が

進む地区よりも高い傾向にあります。穂積地区では、他

の田園部と比べ、歴史的資源より自然環境への認知度、

関心度が（若干の差ですが）高いという特徴があります。

❶回答者の出身地 

穂積地区で生まれた
59%

知っている

40％

知らない

57％

よく

5％

まあ

35％

あまり

47％

全く

10％

関心がある

51％

関心がない

45％

とても

8％

まあ

43％

あまり

38％

全く

7％

１ 地区の歴史や史跡、寺社、祭りなどを……

❷生活圏

以下の3種類の行動で出かける地域を訪ねた質問の

回答、上位3地域を示します。休みの日についての問

いは2つ選択可としました。この結果からは、穂積地

区では、普段の生活においても休日の行動において

も、穂積地区から車での移動においては気軽に行け

る範囲である小山地区（駅西）と小山地区（駅東）エ

リアを生活圏としている人が非常に多いことがわか

ります。

１ 小山地区（駅西）

２ 小山地区（駅東） 

３ 間々田地区

193名

92名

23名
知っている

45％

知らない

51％

よく

8％

まあ

37％

あまり

44％

全く

7％

関心がある

59％

関心がない

37％

とても

12％

まあ

47％

あまり

31％

全く

6％

2 公園、街路樹、平地林などまちなかに残る自然を……

知っている

62％

知らない

35％

よく

17％

まあ

45％

あまり

29％

全く

6％

関心がある

58％

関心がない

38％

とても

14％

まあ

44％

あまり

31％

全く

7％

3 地区で行われている農業について……

＊栃木県内：選択肢に挙げている栃木市と野木町以外の市町

日常的
買い物・・・

１ 小山地区（駅東）

２ 小山地区（駅西）

３ 宇都宮市 

184名

178名

77名

休日の特別な
買い物や食事など

１ 栃木県内*

２ 栃木市

３ 小山地区（駅西）

79名

77名

74名

休日の自然の中
などでの余暇

小山市内の
他地区から

15%
他に無記入・無効計54名

10%

県外からの
移住

10%

県内の
他の市町から
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４-2 無くしたい、解消したい、穂積地区の困りごと
アンケートの設問【4】で「無くしたい、解消したい、解決したい困りごとは、何でしょうか？」と問い、聞き取りをも

とに用意した選択肢から3つを選んでもらいました

その他と無記入を除いた選択肢を、6つの領域に分けて全体に占める割合を出してみると……。

生活の利便性の向上を願う
選択肢を６つの領域別に見た割合は、横に長いグラフの通りですが、選択肢の項目別に見る棒グラフでは、隣接

する田園部の中地区と同様に「公共交通の不便さ」「買い物の不便さ」「農業の担い手不足」が上位となっており、

いずれも125人を超え、回答者の35%を上回る人が選択しています。次いで、100名を超える人が選択した水害

（台風や大雨による被害）が４番目に上がっています。次に自由記述に寄せられたコメントを紹介します。

30.7%

交通や移動に関すること

担い手・後継者不足

0 40 60 80 100 120 140

生活環境

地域コミュニティ

12.9% 4.1%25.0%

教育環境や
就労

数字は回答者数。その他5名、無記入55名。

17.9%

水害

公共交通の不便さ
買い物の不便さ

農業の担い手・後継者不足
台風や大雨による被害（道路の冠水等）

地域活動の担い手・後継者不足
人口減少

昔からの風習
道路（幅の狭さ・繋がり具合の悪さ等）

空き家・空き地の増加
地域の集まりや寄り合い

地域でのコミュニケーションの不足
祭りや伝統芸能の担い手、後継者不足

医療機関の不足
路上や公園などのゴミやゴミ出しのマナー
子どもが外遊びできる場所の減少

騒音など住環境への影響
選択肢が少ない教育環境

治安の悪化
選択肢が少ない働く場所

交通渋滞

133
129
125

103
101

82
66

60
58

45
31
30

25

13

28
27

22

11
8
4

9.4%
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小学校開設の歴史：風土性調査報告「穂積地区 基礎資料」（II踏査及び文献調査による報告）より。

穂積地区の解消したい困りごとについて、アンケートの設問【4】に寄せられた自由記述から抜粋して紹介します。

生活環境の利便性の低さ
●穂積地区にはスーパーがないので、高齢者には困る。小さい個人病院ではなくある程

度総合的に診てくれる医療機関があってほしい　●高齢者が増えて免許返納も考えてい

る人がたくさんいるのに、それを補う交通利便性がまったくない。利便性がないと住みた

いと思えなくなるから、子どもたちは離れた場所で生活したくなる

農業・地域活動の担い手・人口減少・後継者不足
●農地の放棄地や空き家は今後どうするのか？　●農地の維持管理ができないことと。

火災時に消防車が入れないことを解消したい　●離農による放棄地が増えている。農業

を守る対策を真剣に考えていく必要がある　●限界集落に近づいている状態に不安！　 

●一人暮らしの老人が増えてきている　●うちの自治会もだんだん高齢化が進んで若い

人が入ってこない（嫁さんが来ない）。後継者不足に不安を感じています　●空き家は加

速していくと思われ対策を考えて頂きたい　●地域の人口減少のため、同じ人がいくつも

役員を担当している　●月～土まで仕事をしていて、日曜日に草刈りや缶ひろい等を企画

されては休めない。お金はかかるがシルバー人材などを活用することも考えたい
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4-3 大切に守っていきたい、穂積地区の小さな自慢
アンケートの設問【5】で「大切に守っていきたい「小さな自慢」は何でしょうか？」と問い、聞き取りをもとに用意

した選択肢から3つを選んでもらいました。

地域に残る歴史ある史跡、神社やお寺

地域の農業

消防団や自治会など地域の互助活動

街路樹や公園、平地林などの自然

各地域に残る祭りや風習、伝統芸能

まちなみや景観

各地域に残る歴史ある建物や古木

買い物の利便性

交通の利便性

公民館で行われる祭りやイベント

趣味やスポーツの地域のサークル

地域の商業

地域の工業

168

10050

157

117

78

76

72

61

60

53

48

36

8

4

その他と無記入を除いた選択肢を、6つの領域に分けて全体に占める割合を出してみると……

この設問の結果から、穂積地区の皆さんは、特に「先代が残してくれた地域の寺社、地域の農業、そして、地域の互

助活動」を大切に守っていきたいと考えていることが見えてきます。アンケート集計報告書に記載した、年代別の結

果では、母数が少ない20代30代を除いた全ての年代を通してこれらの項目が上位３つに挙げられており、世代によ

る意識の差は見られない結果となっています。

数字は回答者数。その他9名、無記入88名。

地域の歴史的資源

32.5%

地域コミュニティの繋がり

地域の景観

地域に残る自然環境

利便性が高いこと

12.0% 8.3%

地域の産業

21.4% 6.7% 18.0%
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穂積地区のなつみずたんぼ：風土性調査報告「穂積地区 基礎資料」（II踏査及び文献調査による報告）より。

穂積地区の大切に守りたいことについて、アンケートの設問【５】に寄せられた自由記述から抜粋して紹介します。

歴史的な地域資源、自然資源の保全と継承
●穂積地区から、歴史ある建物や神社、史跡、農業を取ったら何も残らない　●史跡、神

社、お寺等に成り立ちや歴史の説明の看板等があると理解しやすいです　●穂積地区の

一寺が崩壊寸前である。美田を残したい　●豊穂川沿いの桜並木　●開発が先行し、自

然や平地林が減少している　●冬は北に那須山、西に日光山、南に富士山、東につくば山

が見える。夏の週末は360°花火が見える。初夏は凧が見える

地域のコミュニティの運営
●今後、人口減少がさらに進むので、地域の人々の助け合い、活性化と親睦がさらに大切

になる　●自治会で2ヵ月に1回位年齢に関係無く住民が集合して色々なテーマで座談会

を実施してみたい。探せば色々な問題があるはずだ！　●コロナ禍及び高齢化、少子化に

より地域活動が無くなり、かつ自治会が活動を中止しているため、ますます地域活動が無

くなっている　●穂積公民館祭りが行われましたが、盛況でした

地域の農業
●農家も高齢化している。食料自給率の低い日本で農業を守っていく必要がある。イベン

ト等で小山の農作物をどんどん季節ごとにアピールして、農業にかかわっていない方にも

知らせることも必要　●農地が荒れたら、イノシシやタヌキなどが多くなるので困る
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田園地帯での共通性と穂積地区の特性
７つの項目を支持・共感者が多い順（「そう望む」「どちらかと言えば望む」の割合の合計が高い順）に並べると、穂積地区の

結果は以下のようになります

1    78% （57） （F）公共交通機関の整備や、徒歩や自転車で安全・快適に移動できるまちづくりが進む

2   76% （50） （B）地域の農業が大切にされ、地産地消が進み、市域内の食料自給率が上がっている 

3  72% （35） （E）空き家の改修や利活用が進み、あるものを大切にした住宅整備やまちづくりが進む 

4  69% （37） （C）環境保全型の農業によって自然環境も良好に保たれ、コウノトリも増えている

5  69% （36） （A）商業・工業が発展し、工業団地も増え経済的な成長や活力が重んじられている

6  67% （39） （G）車社会に対応して、駐車場やバイパスの整備など、車での移動が快適になる

7  63% （33） （D）空き地や平地林などに新しい宅地開発が進み、定住する若い世代や移住者が増える

都市部でも田園部でも上位3項目に「公共交通機関の整備」「農業重視」「空き家の利活用」の順で並ぶ傾向が見られます。

住宅を供給する方法としては、穂積地区では（D）「空き地や平地林などに新しい宅地開発」という考えより、（E）「空

き家の改修や利活用」を支持する人が 10％ほど上回っています。

７項目の全文は、以下の通り。（Ａ）商業・工業が発展し、工業団地も増え経済的な成長や活力が重んじられている小山市（Ｂ）地域の農
業が大切にされ、地産地消が進み、市域内の食料自給率が上がっている小山市（Ｃ）環境保全型の農業によって自然環境も良好に保た
れ、コウノトリも増えている小山市（Ｄ）空き地や平地林などに新しい宅地開発が進み、定住する若い世代や移住者が増える小山市（Ｅ）
空き家の改修や利活用が進み、あるものを大切にした住宅整備やまちづくりが進む小山市（Ｆ）公共交通機関の整備や、徒歩や自転車で
安全・快適に移動できるまちづくりが進む小山市（Ｇ）車社会に対応して、駐車場やバイパスの整備など、車での移動が快適になる小山市

（Ａ）商業・工業が発展、経済的な成長や活力

（Ｂ）農業重視。地産地消・食料自給率が上がる

（Ｃ）環境保全型農業で環境保全、コウノトリも増える

（Ｄ）平地林や空き地に宅地開発が進み移住定住が進む

（Ｅ）空き家の利活用で住宅整備やまちづくり

（Ｆ）公共交通機関、徒歩や自転車で移動環境が整備

（Ｇ）車社会に対応し駐車場やバイパスの整備が進む

そう望む

このグラフでは「無記入」を除外しています。（A）から（B）（C）（F）が1７%、他が18％でした。

どちらかといえば望む どちらかといえば望まない 望まない わからない

36% 33%

32%37%

7%

50% 26%

30%

3%3%

33%

35%

57%

39% 28%

田園環境と都市環境の調和がとれたまちづくりへ（1）5

次に、アンケート集計結果より、「20年後、30年後の小山市の望ましい都市環境のあり方に

ついて」尋ねた【7】の結果を紹介します。例示した小山市の将来像７項目について、それぞれ

「そう望む・どちらかと言えば望む・どちらかと言えば望まない・望まない・わからない」から選

んでいただきました。穂積地区の皆さんからの、未来の小山市への視点です。

37%

8%

4% 3%

10%

1%3%

1%3%

3%

21%

6%

6%

4%

4%4%

5%

2%
0%
2%



望ましい穂積地区や小山市の未来の姿
設問【7】の自由記述欄に寄せられたご意見から一部を抜粋して紹介します。

自然環境、平地林の保全　●小山市は思川があり、景観が良い。この利点を活かし土手
を整備して、自転車や徒歩で思川沿いを散策出来るようにしてほしい。各所にバスの停

留所やレンタル自転車を配置してはどうか　●思川沿いの桜と菜の花の季節は本当に

素晴らしい。もう少し宣伝に力を入れては？　城山公園の木 （々桜）を切ってしまったの

は非常に残念。残す方法はあったと思う　●太陽光発電施設やモータープール施設の

増加によって平地林等の自然が少なからず失われているのが残念である。思川左岸、市

街地に面した河川段丘の保全を

田園環境と都市環境の調和　●商業工業の発展ばかりでなく、緑豊かな調和のとれた
小山市に。地域のゴミ拾いは良い事だと思う。以前、他県の人にこの辺は（穂積地区）ゴ

ミもおちてなくキレイと言われた事がある　●小山駅周辺の発展は良いことだと思いま

す。その反面、農家の継ぎ手がなく、田畑が荒れ、あまりよくない部分も。穂積地区には

市街化調整区域があり、簡単に家や店を建てたりできないところがある。私は自然を大

切に思っているので、それ自体には賛成なのですが、であるならば、もっと農村地域へ

の補助があると良いのでは？

いつも子どもたちの声が聞こえる地区に　●不便なところでは送迎などの負担が多く、
そのため家があるのに便利な場所に移住する若い人達。子育てするのに住みたいと思う

地域になって欲しい。今の環境を守りながら無駄なものを廃止し、若い人の意見を聞き

ながら！　●子ども・孫たちが安心して生活していけるような社会をのぞみます

アンケート調査【４】大切なもの【５】困りごと【７】未来の姿へのご意見8655字から抽出（※ユーザーローカルAIテキストマイニングによる分析（ https://textmining.userlocal.jp/ ）
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次に設問【7】の自由記述欄（30年後へのご意見）に寄せられたコメント全件で多用された言葉を紹介します。テキストマ

イニングという解析ツールによるキーワードの抽出です。基本的には語られた回数が多いもので大きく表示され、調査対

象に特徴的に使用される固有の単語は重視される統計処理法が用いられています。一つの参考としてご覧ください。


